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4-2 トラフィックと通信インフラ

インターネットトラフィックの動向

長 健二朗 ●株式会社インターネットイニシアティブ（IIJ）
福田 健介 ●国立情報学研究所

コロナ禍を経た2023年のインターネットトラフィックは前年同様、全
体的に堅調な増加で、目立った変化は見られない。2020年の急増と比
較すると安定した傾向が続いている。

■インターネットの国内トラフィック量
調査
　いまや社会全体がインターネットに依存して
おり、インターネットの利用状況を把握し今後を
予想することは通信事業者のみならず、多くの事
業や政策にとっても重要である。インターネット
のトラフィック量、特にその増加率は、長期的な
事業計画や政策を立てる上で、また、技術やイン
フラへの投資を考える上でも、欠かせない指標と
なっている。
　国内のインターネットトラフィックについて
は、国内ISP9社、学会の研究者、ならびに総務
省の協力によって2004年から継続的に集計が行
われ、結果が公表されている。トラフィックデー
タの集計は、総務省データ通信課を事務局とし、
学界の研究者と国内ISP9社が協力して行ってい
る。データを提供している協力ISPは、IIJ、NTT
コミュニケーションズ、NTTドコモ（旧NTTぷ
らら）、オプテージ、KDDI、JCOM、ソフトバン
ク（旧ソフトバンクBBおよび旧ソフトバンクテ
レコム）、ニフティ、ビッグローブの9社・10ネッ
トワークとなっている。
　調査の目的は、国内バックボーンにおけるトラ
フィックの基礎データを開示することによって、

事実に基づいた健全なインターネットの発展に
寄与することである。企業機密であるトラフィッ
ク情報は、事業者からの開示が難しい。そのため
データの入手が難しく、推測あるいは一部の偏っ
たデータを基に議論や判断がなされかねない。そ
こで、産官学の連携によってトラフィック情報
の秘匿性を維持しつつ、協力ISP全社の合計値と
してトラフィック量を開示し、また、このデータ
をもとに国内総トラフィック量の推計を行って
いる。
　これらの結果は、総務省の報道発表資料とし
て公開し、多くの文献で参照されている。本稿で
は、その値を基にトラフィックの現状について概
説する。

■収集データ
　測定対象は、ISP境界を越えるトラフィックで
ある。一般にISP境界は、顧客と接続するカスタ
マー境界と、他のISPと接続する外部境界に分け
られる。ISP境界におけるトラフィックについて
は、協力ISPとの協議の結果、各社の実運用と整
合する共通分類を定義している（資料4-2-4）。収
集したデータは、各ISPが独自に集計したトラ
フィックを個別ISPのシェアが分からないように
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資料4-2-4　定義した ISP境界における5つのトラフィック分類

出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

合算し、結果を開示している。
　データはトラフィック分類ごとに、SNMPの
インターフェースカウンター値を2時間粒度で1
か月分収集している。2時間粒度のデータによっ
て、各ISPでトラフィックの大きな変化があった
場合にも特定が可能となる。前回の測定値やIX
での測定結果と比較して食い違いがある場合に
は、原因の究明を行うようにしている。原因に
は、ネットワーク構成の変更、障害、SNMPデー
タの抜け、インターフェースグループ分けの不備
などが挙げられる。トラフィックに予想外の変化
が見つかった場合には、当該ISPに確認を依頼し、
必要があればデータを再提出してもらう確認体制
を取っている。
　集計を開始した2004年9月から3か月間は毎月
データを収集したが、データの一貫性が確認され
たので、その後は年に2度、5月と11月に計測・
収集を行うようにした。協力ISP各社には、調査
の意義を理解していただき、データ収集に協力し

てもらっている。
　2011年5月に、主要IXに2社を追加したほか、国
内総トラフィックの推計方法を変更している。主
要IXの追加に関しては、それまでのJPIX、JPNAP、
NSPIXPに、BBIXとエクイニクス（Equinix）の
2社を追加した。国内総トラフィックの推計につ
いては、それまでは協力ISPの主要IXにおける
トラフィックシェアを基にブロードバンドの国
内総トラフィックの推計を割り出していたが、プ
ライベートピアリング等のIXを経由しないトラ
フィック交換比率の急増を受けて、協力ISPのブ
ロードバンド契約数シェアを基に割り出す方法に
変更した。
　調査の開始時から、協力ISPとしてIIJ、NTTコ
ミュニケーションズ、オプテージ、KDDI、ソフ
トバンクが参加している。その後、ブロードバン
ドのカバー率向上のために協力ISPを増やすこと
になり、2017年からNTTぷらら、ジュピターテ
レコム、ニフティ、ビッグローブの4社が新たに
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協力ISPに加わっている。これら4社の加入によ
り、ブロードバンドのカバー率が契約数ベースで
41%から68%へと大幅に向上したが、データに
は不連続が生じることとなった。　
　また、新規協力ISPはこれまでの協力ISPに比
べてコンシューマー向けサービスの比率が高く、
トランジットへの依存度も高い傾向があるため、
計測項目によってその影響の大きさが異なってい
る。新規4社を加えた合計値については、当初は
参考値扱いとしていたが、従来の5社のデータと
増加率ベースで整合することが確認されたので、
2019年5月分のデータ公表の際に2017年まで
遡って9社分を公式値とする切り替えを行った。
このため契約あたりのA1トラフィック量が減少
し、その結果、カスタマートラフィック国内総量
推計値も2017年5月に減少している。

■集計結果
　以下に示すデータは、協力ISP9社・10ネット
ワーク分のデータの合算値である。なお、INと
OUTは、ISP側から見たトラフィックの流入と流
出の方向を表す。

●カスタマートラフィック
　資料4-2-5は、2023年5月の週間カスタマート
ラフィックを示したものである。これは各曜日の
同時間帯を平均した値である。休日はトラフィッ
クパターンが異なるため除いて集計していること
から、月間平均トラフィック合計値（後述の資料
4-2-9）とは若干異なる。
　ブロードバンドカスタマー（資料4-2-5（上））
では、2023年5月には、平均でIN側2.05Tbps、
OUT側18.3Tbpsの流量がある。一日のピーク時
間は、19～23時である。
　ブロードバンド以外のカスタマー（資料4-2-5
（下））ではINとOUTはほぼ同量となっている。

時間別の変動やピーク値とボトム値の割合は家庭
利用の特徴が出ていて、ホームユーザー向けサー
ビスの存在がうかがえる。さらに、下流にある
ISPのホームユーザーの影響もあると思われる。

●外部トラフィック
　資料4-2-6は、2023年5月の週間外部トラフィッ
クを示したものである。主要IXトラフィック（資
料4-2-6（上））、その他国内トラフィック（同（中））、
その他国際トラフィック（同（下））のいずれの
パターンも、ホームユーザーのトラフィックの影
響を大きく受けていることが分かる。全ての外部
トラフィックはOUTに比べてINが大きく、他の
事業者から入ってくるトラフィックがホームユー
ザーへ出ていく傾向を示している。
　資料4-2-7は、2004年からの項目別月間平均ト
ラフィック合計値を示したものである。前述のよ
うに、2011年5月から主要IXが5社に変更されて
いるため外部トラフィック（B1～B3）にその影
響が反映されているが、全体の傾向に大きな影響
はないことが確認できる。また、2016 年 11 月
には、それまで区分が曖昧だった顧客 ISP との接
続や CDN キャッシュを A2 に区分するように見
直しを行った結果、A2 の割合が増えている。さ
らに、2017 年 5 月には協力 ISP が 5 社から 9
社に増えている。

●トラフィック量推移
　資料4-2-8にカスタマートラフィック量と外部
トラフィック量の推移を示す。
　2023年のトラフィックの傾向として以下の点
が挙げられる。
•トラフィックはコロナ禍の影響が小さくなり、
全体的に安定した増加に戻ってきたように見え
る。全ての項目で増加しているが、増加率はやや
低めとなっている。全体の傾向に目立った変化は
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資料4-2-5　2023年5月の週間カスタマートラフィック：ブロードバンドカスタマー（上）とブロードバンド以外のカスタマー（下）

出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

資料4-2-6　2023年5月の外部トラフィック：主要 IX（上）その他国内（中）その他国際（下）

出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

見当たらない。
•ブロードバンドも、前回比で INは3.5%、OUTは
2.5%の増加、前年比でINは6.3%、OUTは12.5%
の増加となっていて、コロナ禍以前と比べても低

めの増加率となった。

■国内総トラフィックの推計
　本活動では、協力ISPから得られた数字を基に、
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資料4-2-7　項目別月間平均トラフィック合計値推移

出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

国内総トラフィックの推計を行っている。国内総
トラフィックとして、カスタマー向けトラフィッ
クをブロードバンドに分けて、それぞれ個別に推
計している。ブロードバンドカスタマーは、一般
家庭と小規模ビジネスにおけるインターネット接
続サービスの利用であり、その総量はおおむね一
般の利用者によるインターネット利用の総量と見
なすことができる。一方、その他カスタマーの総
量には専用線接続などによるビジネス利用や移動
体通信も含まれていて、ブロードバンドを補完す
るインターネット利用量と見なすことができる。
　2010年までは、IXにおけるトラフィックに対

する協力ISPのシェアを基に総トラフィックを推
計していた。具体的には、協力ISPの主要IX外
部のOUTとIX側で測定したINの総量との比率
から、IXトラフィックにおける協力ISPのシェア
を求める。他のトラフィック項目においても協力
ISPのシェアが同じと仮定し、各項目の値をこの
シェアの値で割ることで国内総トラフィックを推
計する。
　しかし、2008年まで42%程度で安定していた
IXトラフィックシェアは、2009年から減少に転
じた。これは、国内全体でIX経由のパブリック
ピアリングから、IXを経由しないプライベート
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資料4-2-8　トラフィック量推移：カスタマートラフィック （左） と外部トラフィック （右）

出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

ピアリングやトランジットへの移行が進んできた
ほか、従来は大手ISPのトランジットに依存して
いたコンテンツ事業者が自身でネットワーク運用
をしてISPとピアリングするようになってきた影
響と思われる。その結果、IXトラフィックシェア
がブロードバンドトラフィックシェアを反映しな
くなり、総量を過剰に推計してしまう問題が出て
きた。
　そこで、ブロードバンドトラフィックの総量に
関しては、2011年から協力ISPのブロードバン
ド契約数のシェアを使って推計する方法に変更し
た。過去のデータについても、契約数シェアを基
にした値に修正を行った。
　その他のカスタマートラフィック（A2）に関し
てはブロードバンド契約数とは関係しないため、
従来通りのIXトラフィックシェアを基にした値
を用いている。その他のカスタマートラフィック
はISP4社からしか提供されていないため、この4
社のIXにおけるトラフィックシェアから総トラ

フィックを計算している。
　推計したカスタマートラフィック（ブロード
バンドおよびその他）の国内総量の数値データを
資料4-2-9に、そのグラフを資料4-2-10に示す。
2023年5月のブロードバンドカスタマー（A1）の
総量推計値は、前年比ではINで11%、OUTで17%
の増加、前回の11月のデータと比較するとINで
4.6%、OUTで3.4%の増加となっている。A1の
総量推計値は、あくまで協力ISPのブロードバン
ド契約数シェアがトラフィック量にも当てはまる
と仮定した概算値である。2017年5月のギャッ
プは協力ISPを5社から9社に切り替えた影響で
あり、2020年5月のギャップは新型コロナウイ
ルス感染症による最初の緊急事態宣言の影響であ
る。なお、資料4-2-10左の「Mobile」は、4Gな
どの移動通信のトラフィックを示している。
　その他カスタマートラフィック（A2）の総量
の推計値に関しては4社からしかデータ提供がな
く、その変動も大きいため、推計結果にも大きな
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資料4-2-9　カスタマートラフィック国内総量の推計値

出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

ばらつきが見られる。今回はデータ提供4社のIX
シェアは前回から少し減って4.3%となり、A2総
量推計値が、前年比ではINで25%、OUTで30%
の増加、前回比ではINで8.7%、OUTで10%の
増加となった。2020年の5月と11月のコロナ禍
初期に大きく上振れしたのが、その後元の成長曲
線に戻ってきたように見える。このように、その
他カスタマートラフィックの総量の推計値は、IX
におけるトラフィックシェアがA2にも当てはま
ると仮定しており、かつ、A2の提供ISP数も少
ないため、ブロードバンドと比較して精度が低く
なっている。あくまで参考値として捉えていただ

きたい。

■まとめ
　コロナ禍でインターネットの利用がより多く
の人々の生活の中に浸透し、生活インフラとし
て欠かせないものになった。ビデオ会議やリモー
トワークが定着し、子供たちにも動画視聴が浸透
した。また、2022年の11月のサッカーワールド
カップや2023年3月の野球のワールド・ベース
ボール・クラシック（WBC）で日本代表チームが
活躍し、ネット中継によるスポーツ視聴も裾野が
広がった。SNSにおいても、数年前に比較して動
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資料4-2-10　ブロードバンドカスタマー （左） およびブロードバンド以外のカスタマー （右） の総量推計値の推移

出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」

画割合が格段に増えている。
　一方で、トラフィック量を見ると、コロナ禍が
始まった2020年は大きく増えたものの、その後
は元の増加曲線に戻り、比較的安定した増加を続
けている。2023年5月の増加率は、コロナ禍以
前と比べても低めの数字となっていて、全体の傾
向に目立った変化は見当たらない。その要因とし

て、在宅率が下がってきて利用時間が減っている
こと、これといった新しいサービスや使い方が出
てきていないこと、ビデオ圧縮効率向上などの技
術進化もあってビデオコンテンツの流通量ほどに
はトラフィック量が増加していないことなどが挙
げられる。
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